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全国 即興型英語ディベート合宿・大会 2014 感想 （アンケートより抜粋） 

 

（1）合宿・大会 2014が楽しかった理由 

生徒の声 ・全国から集まった方々と交流できとても充実していました。また、１日目に５試合、２日目に３試合を通してコツな

どが分かってきて楽しくなりました。 

・ディベートの試合はもちろん、普段聞くことができない大学生のきちんとした視点を聞くことができてとても良か

った。 

・１日であんなにもたくさんの試合をすることがなかったということ。また、きちんと judge についていただき、勝

負を決めていただいたことがよかったです。 

・より深い議論ができた時は、勝敗にかかわらず、楽しかった。大学生や社会人のみなさんに貴重なアドバイスをたく

さん頂けた。 

・他校との交流により、ディベート以外のことにも、モチベーションを持つことができた。 

・最初は本当に何も分からなかったけれど、回を重ねていくうちに慣れてきて、自分が成長しているということがよ

く分かったから。 

教員の声 ・様々な立場の人とお話をさせて頂いたことが良かったです。雰囲気がとても良かったです。 

・特に体験を通して即興型ディベートを学べた事は大きい（ジャッジの経験を含む）。又。他校教員とディベート・英

語教育についても意見交換できた意義は大きい。 

・スタッフの方々の優秀さには感心させられました。本当にお疲れ様でした。ディベート実践が非常に有意義でした。 

・息つくひまもなく、どんどん試合を体験させていただき、即興ディベートについてよく理解できた。他校の先生と組

んで試合ができ、大学生にジャッジしてもらうというのはとっても大変ではあったが、ユニークかつ意義のある活

動だった。 

 

（2）合宿・大会 2014に参加して最も良かった点（役に立った点） 

生徒の声 ・ジャッジさんと多く話し、かいぜん点を知ることができた。 

・自分の英語力の低さに気づくことができた点。 

・様々な意見の交換ができた点。 

・「やればやるだけ 伸びるということ。」を知ることができた。 

・試合の回数が多くて勉強になった。 

・コミュニケーション力、リスニング力の向上。 

・１人１回は必ず１人だけで発表することで、チームのまとまりは１人１人にかかっていることを学びました。意見の

交流ができた。 

・ボキャブラリーが少し増えた。 

・習った英語を実際に使って話せる点。 

・他校と自分との実力差を体感できた点。 

・たて続けに始まるディベートのおかげで、とても論理的に考えられるようになりました。 

・人前で英語を話すことは難しいけれど、楽しいと思えたこと。 
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教員の声 ・今まで経験したことのなかったジャッジを何回も経験できて、これで学校にもどってもジャッジまで自信をもって

教えられます。 

・他の先生との交流。 

・ディベート（のようなもの）を授業の一部に組み込む気持ちが生まれたこと。 

・実践を通してディベートの進め方が理解できた。 

・自分の英語力のなさを実感→勉強するための強いモチベーションを得られた。 

・ジャッジの判断規準（と基準）がわかった。 

・生徒が悔しい思いをしたり、試合に勝って喜んだりしている姿を見る中で生徒のモチベーションが上がる瞬間を目

の当たりにできた点。 

・有益な資料を頂けたこと。 

 

（3）自分の成長を感じた点 

生徒の声 ・言いたいことがだんだん英語ででてくるようになった。 

・度胸と、英語で伝えようとする力。 

・分からなくなったらすぐ止めていたけれど、とりあえず何か言おう！という前向きな姿勢になった。 

・最初は立って話すことが恥ずかしかったけど、試合を重ねるにつれ、恥しいという気持ちよりも、伝えようと気持

ちが大きくなり、伝え方を考えるようになったことです。 

・喋られる文の量が増えた。 

・度胸と、どういうときにどういうべきかの判断。２人で３役やる大変さ。 

・大きな声で発言する度胸。 

・プレゼン力が特に伸びた気がする。 

・まとめが前よりできるようになった。 

・少し度胸、根性がついたと思う。ボキャブラリー。 

・発想力。 

・伝えようとする気持ち。 

教員の声 ・やっと、PM、LO、MG、MO、LOR、PMRのすべての役目を経験してそれぞれの果たすべき仕事をはっきりと認識できた。

ジャッジもできるようになったのがうれしいです。（フローシートがかけるようになった。） 

・度胸／英語教育についての考えが多少柔らかくなった…かも。 

・論理的思考力。 

・チームワーク。 

・ディベートに対する壁がなくなったことが最も大きいです。 

・普段考えているようで考えていないという自分の思考についての再認識ができました。 

・まずディベートの楽しさを難しさを再確認したことです。ジャッジはとても難しいと思いました。 
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（4）合宿・大会 2014の感想 

生徒の声 ・本当に力がついたと思う。１年生の今頃に即興型のディベートを知っていたら…と思います。 

・悔しかったが、次の試合につなげたい。自分になにがたりなかったか反省する。 

・自己を成長する機会として、とてもよかった。 

・打ちのめされることもあったけれど、それも認耐をきたえられたと思うし、ディベートをする力は少しながら伸ば

すことができたと思うので、結果的に参加して良かった。 

・北海道とか東京とかの色んな地域の人と話せてとても楽しかった。ジャッジの方もとても親切でとてもタメになっ

たと思う。 

・とても楽しかった！また参加したい。 

・来年はがんばります。 

・全国のすばらしい生徒のみなさんに一泊二日、心を折られまくりましたが、楽しかったです。もっと頑張ります、

英語。できないことばかりで、本当に悔しかったりしたけど、経験をつんで悔しさなしになるようにがんばります。 

・とても楽しかったです。「英語ディベートをもっとやりたい！」「英語の力を伸ばしたい！」と強く思いました。あ

りがとうございました。 

・レベルの違いを感じた。もっと勝てるように練習を積んで、技術面でも人一倍上手くなれるようになりたい。 

・とにかく楽しく、充実した２日間だった。試合数を重ねるほど、多くのことを学べると実感できたので、学校でも

っと試合をして強くなりたい。 

・初めての参加でしたがぜひぜひこれからも参加したいと思いました。モデルディベートや決勝戦をみることで学べ

ることも多かったです。ありがとうございました。良い時をすごせました。 

・説明が終わってからすぐに取り組むのは辛かったですが、いろいろな人と仲良くなれて楽しかったです。 

・ぜひ来年もおねがいいたします！ 

・中学校に入ってから、英語を話すことを恥ずかしく思っていたけど、この合宿で自分の意見を人に堂々と話す楽し

さを知った。 

・本当に充実した２日間で、終わってしまった後に物足りなさというか、もっとやりたいというモチベーションが残

ってしまっています。 

・このような場を設けることにより、いやでも話さなければならない（自分で）ので、最初は失敗ばかりでも回数を

かさねるごとに良くなっていく実感がある。 

教員の声 ・大変内容の濃い２日間でした。試合には負けてしまい、大変悔しかったです。 

・とても良く工夫されていて、期待通り（以上）でした。生徒も大変喜んでいます。今後もこのような機会を全国各

地で開催できるといいですね。 

・遠方でしたが、本当に来た甲斐がありました。まず合宿に参加することで生徒の意識が変わりますし、たくさんの

試合を経験し本当にディベート技術も上がるし、ディベートに対する理解も向上すると思いました。 

・１年生で、１回しかディベートをやっていない生徒４人をつれてきたので、どうなることかと心配でしたが、２回

目にはフローシートもきちんと書けるようになっていた。この２日間で生徒は８回もラウンドを経験して、成長ぶ

りにはびっくりです。本当に「習うより慣れろ」ということばにぴったりの合宿でした。 

・普及したいと思います。 
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・大変勉強になり、刺激も受けました。ありがとうございました。 

・生徒になった気分でディベートにのめり込むことができまして、本当に嬉しく思います。 

・ある程度、年齢がいった方ですと、褒められる機会や、何かに自分自身でのめり込む機会をなかなか作り出せない

ですが、今回は新鮮でした。スタッフの方々、中川先生本当におつかれ様です。運営は大変なことも多いと思いま

すが、素晴らしい大会を実施して頂きました。 

・このような有意義な合宿を企画してくださり、ありがとうございます。また開催してほしいです。中川先生のテキ

ストもとても役立ちました。ありがとうございました。 

・大変有意義な合宿でした。ここ数年というか、教員になってこんなに英語を話したのは初めてかもしれません。デ

ィベートは見るよりやる方がずっと楽しいですね。ぜひ学校に戻って即興ディベートを授業に導入する方法を考え

たいと思います。 

・大変有意義でした。知りたかったこと（ジャッジ基準）以外にも、様々なことが学べ（他校の英語教育の工夫など）、

有難かったです。 

 

 

以上 


